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原子効率に優れた
新しい有機合成手法の開発

化学生命工学科

講師 阿野 勇介（あの ゆうすけ）

化学・薬品

精密有機合成, 均一系触媒, 原子効率, グリーンケミストリー, 医農薬

 既存の合成手法では多段階を要する
分子を短工程で効率的に合成できる

 取り扱いが危険な化学薬品を大量に
用いることなく実施可能

 原子効率に優れ、廃棄物を削減

医薬品や有機材料などの高い機能性を
示す有機分子の合成には、化学反応に
よる分子構造の精密な変換が必要です。
その変換工程を短縮し、原子効率（化
学反応の反応物から目的生成物への
原子の変換効率）に優れた有機合成手
法を開発し、「原子の無駄のない合成プ
ロセス」の実現に向けた基礎研究に取
り組んでいます。

化学薬品、化学製品の開発・製造

 医薬品、農薬などのファインケ
ミカルの製造

 電子・光学材料、色素などの化
学修飾や多様化

1. 炭素－ハロゲン結合に対する挿入反応

2. 炭素－炭素結合および炭素－水素結合
の切断をともなう骨格再配列反応
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